


加
西
市
環
境
基
本
条
例
・「
加
西
市
民
の
美
し
い

環
境
を
ま
も
る
条
例
」
を

月
か
ら
施
行
し
ま
す
―
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ポ
イ
ン
ト
は
？

近
年
の
環
境
問
題
は
、
日
常
の

事
業
活
動
や
日
常
生
活
に
起
因
す

る
も
の
が
多
く
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
意
識
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
解

決
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
一
人
ひ
と

り
の
考
え
方
を
変
え
、
社
会
・
経

済
活
動
や
市
民
の
生
活
様
式
の
あ

り
方
そ
の
も
の
を
変
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
考

え
で
、
新
し
い
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

◆
目
的
は
？

環
境
の
保
全
と
創
造
に
つ
い
て
、

基
本
理
念
を
定
め
、
市
、
事
業
者

及
び
市
民
の
責
務
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
環
境
の
保
全
と
創

造
に
関
す
る
施
策
の
基
本
的
な
事

項
を
定
め
、
市
民
が
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

良
好
な
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

加
西
市

環
境
基
本
条
例

◆
基
本
理
念
は
？

基
本
理
念
は
次
の
３
つ
で
す
。

盧
環
境
の
保
全
と
創
造
は
将
来
の

世
代
へ
継
承
さ
れ
る
よ
う
に
積

極
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

盪
環
境
の
保
全
と
創
造
は
、
市
、

事
業
者
及
び
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の

責
務
に
応
じ
た
役
割
分
担
と
協

働
の
も
と
、
自
主
的
か
つ
積
極

的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

蘯
地
球
環
境
保
全
は
、
市
、
事
業

者
及
び
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら

の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

積
極
的
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◆
対
象
者
と
そ
の
責
務
は
？

条
例
の
対
象
者
は
市
、
事
業
者

及
び
市
民
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
責

務
の
概
要
を
示
す
と
、
次
の
と
お

り
で
す
。

市
は
、
環
境
の
保
全
と
創
造
に

関
す
る
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
施

策
を
策
定
し
、
環
境
へ
の
負
荷
を

低
減
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
、
事
業
者
及
び

市
民
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

事
業
者
は
、
事
業
活
動
に
伴
っ

て
生
ず
る
公
害
を
防
止
し
、
自
然

環
境
の
保
全
と
創
造
の
た
め
、
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
業
者
は
、

市
が
行
う
施
策
に
積
極
的
に
参
画

し
、
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。市

民
は
、
環
境
の
保
全
と
創
造

に
つ
い
て
自
ら
認
識
し
、
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
が

行
う
施
策
に
積
極
的
に
参
画
し
、

協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る

施
策
と
は
？

基
本
理
念
の
実
現
を
図
る
た
め

の
基
本
方
針
は
次
の
５
つ
で
す
。

盧
健
康
や
生
活
環
境
に
被
害
を
及

ぼ
す
環
境
保
全
上
の
支
障
の
防

止
盪
生
物
の
多
様
性
を
確
保
し
、
生

態
系
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

森
林
、
農
地
、
水
辺
地
等
に
お

け
る
多
様
な
自
然
環
境
の
保
全

と
創
造

蘯
地
域
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
環

境
の
保
全
及
び
身
近
な
自
然
環

境
を
生
か
し
た
良
好
な
景
観
の

形
成
・
整
備
の
推
進

盻
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
合
理
的
か

つ
循
環
的
な
利
用
の
促
進
、
廃

棄
物
の
発
生
抑
制
及
び
適
正
な

処
理
等

眈
地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
市
民

等
の
自
発
的
な
学
習
の
啓
発
と

地
球
環
境
保
全
に
関
す
る
施
策

の
推
進

◆
施
策
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
？

市
は
、
環
境
の
保
全
と
創
造
に

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
、
加
西
市
環

境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

「
加
西
市
環
境
基
本
条
例
」
が

加
西
市
民
の
美
し
い

環
境
を
ま
も
る
条
例

「花と愛と夢を育み 豊かな自然と歴史を未来につなぐまち 加西」をめざして

４

加西市では経済社会の発展により利便性が飛躍的に向上しましたが、一方で、廃棄物の
増加、不法投棄、水質汚濁、大気汚染等の身近な環境問題が発生し、その対策が必要で
あるだけでなく、地球温暖化やオゾン層の破壊等の地球環境問題への対応も求められて
います。これらに総合的に対応するために、「加西市民の住みよい環境をつくる条例（昭
和48年）」では不十分であることから、新たな条例を制定することが必要となりました。
そこで、市民で構成された市民環境会議（斉藤孝司議長）を平成15年6月から開催し、
学識経験者を含めた環境保全審議会（河野和男会長）にて検討・審議された「加西市環境
基本条例」・「加西市民の美しい環境をまもる条例」が、平成16年12月定例市議会で審
議、可決成立し、今年4月1日から施行することとなりました。
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環
境
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
を

示
し
た
理
念
条
例
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
よ
り
具
体
的
な
施
策
（
規

制
や
努
力
義
務
）
を
掲
げ
た
条
例

が
「
加
西
市
民
の
美
し
い
環
境
を

ま
も
る
条
例
」
で
す
。

◆
自
然
環
境
に
関
す
る
規
定
で
は
…

市
、
事
業
者
及
び
市
民
は
、
自

然
環
境
や
美
し
い
景
観
の
保
全
と

生
態
系
の
多
様
性
の
確
保
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
、
事
業
者
及
び
市
民
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
管
理
用
地
や
管
理
施
設

に
お
い
て
、
樹
木
や
草
花
の
植
栽

を
行
う
等
の
緑
化
の
推
進
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
は
、
貴
重
な
動
植
物
の
生

息
・
生
育
地
で
、
保
護
や
繁
殖
の

た
め
に
保
全
す
る
こ
と
が
必
要
と

認
め
る
地
区
を
、
野
生
生
物
保
護

地
区
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
環
境
美
化
に
関
す
る
規
定
で
は
…

蘆
公
共
の
場
所
及
び
他
人
が
所
有

し
管
理
す
る
場
所
に
、
廃
棄
物

を
捨
て
散
乱
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

蘆
飲
食
料
を
収
納
し
て
い
た
缶
、

び
ん
そ
の
他
の
容
器
、
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
、
ガ
ム
、
ち
り
紙
等
を

公
共
の
場
所
及
び
他
人
が
所
有

し
管
理
す
る
場
所
に
、
捨
て
て

は
い
け
ま
せ
ん
。（
ポ
イ
捨
て
の

禁
止
）

蘆
公
共
の
場
所
等
（
道
路
、
公
園
、

駅
前
広
場
そ
の
他
公
共
の
用
に

供
す
る
場
所
で
駐
輪
場
以
外
の

場
所
。）
に
自
転
車
を
放
置
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◆
資
源
利
用
に
関
す
る
規
定
で
は
…

循
環
型
社
会
の
形
成
の
必
要
性

を
認
識
し
、
使
い
捨
て
商
品
の
購

入
の
日
常
化
及
び
大
量
消
費
型
の

生
活
様
式
を
改
め
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
業
者
も
、

大
量
消
費
に
つ
な
が
る
よ
う
な
製

品
の
生
産
及
び
販
売
を
控
え
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

廃
棄
物
の
減
量
化
を
進
め
る
た

め
、
過
剰
包
装
商
品
の
購
入
自
粛
、

買
物
袋
の
持
参
等
を
実
践
し
、
廃

棄
物
の
発
生
及
び
排
出
の
抑
制

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
に
努
め
、
廃
棄
物

分
別
の
徹
底
に
も
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
繰
り
返
し

利
用
す
る
容
器
が
使
用
さ
れ
て
い

る
商
品
を
積
極
的
に
購
入
す
る

等
、
再
使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
に
積
極

的
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
等
、

不
用
に
な
っ
た
も
の
を
原
材
料
と
し

て
再
資
源
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
さ
れ

た
製
品
の
生
産
、
販
売
、
購
入
、

利
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。市

、
事
業
者
及
び
市
民
は
、
太

陽
光
、
太
陽
熱
、
風
力
、
廃
棄
物

熱
等
（
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◆
自
動
車
公
害
に
関
す
る
規
定
で

は
…

自
動
車
を
運
転
す
る
者
は
、
自

動
車
を
駐
車
し
、
ま
た
は
停
車
す

る
と
き
は
、
原
動
機
の
停
止
（
ア

イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
）
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
定

規
模
以
上
の
駐
車
場
の
設
置
者
及

び
管
理
者
は
、
駐
車
場
を
利
用
す

る
者
に
対
し
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス

ト
ッ
プ
を
行
う
よ
う
必
要
な
事
項

を
掲
示
し
、
周
知
す
る
と
と
も
に

指
導
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
動
車
を
購
入
し
、
使
用
す
る

者
は
、
排
出
ガ
ス
を
発
生
し
な
い

自
動
車
ま
た
は
排
出
ガ
ス
の
発
生

量
が
少
な
い
自
動
車
（
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
自
動
車
）
を
購
入
し
、

使
用
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

◆
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
関
す

る
規
定
で
は
…

環
境
の
保
全
を
図
る
上
で
配
慮

を
必
要
と
す
る
、
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
の
設
置
及
び
施
設
の
変
更

を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
目
的

等
に
つ
い
て
市
長
と
協
議
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
協
議
後
、

地
域
説
明
会
を
開
催
し
、
地
域
と

の
調
整
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◆
地
球
環
境
問
題
に
関
す
る
規
定

で
は
…

市
は
、
地
球
の
温
暖
化
の
防
止
、

オ
ゾ
ン
層
の
保
護
そ
の
他
の
地
球
環

境
保
全
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
地
球
環
境
保

全
に
関
す
る
国
際
的
な
連
携
を
図

る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
地
球
環
境
保
全
に
資
す

る
行
動
を
推
進
す
る
た
め
、
環
境

行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◆
環
境
監
視
員
の
設
置
…

良
好
な
環
境
を
守
る
た
め
、
多

様
な
主
体
の
参
画
に
よ
り
、
市
に

環
境
監
視
員
を
置
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

今
号
で
は
条
例
の
概
略
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
条

例
の
内
容
（
全
文
）
に
つ
い
て
は
、

加
西
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.kasai.hyogo.jp/

）、

環
境
部
生
活
安
全
課
窓
口
に
て
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
問
合
先

生
活
安
全
課

（
蕁
瀚
８
７
３
１
）
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区
長
会
会
長

本
　
多
　
邦
　
好

福
住
東
町

（
賀
茂
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

難
　
波
　
良
　
弘

畑
　
町

（
富
田
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

丸
　
谷
　
明
　
正

青
野
原
町

（
富
合
地
区
代
表
区
長
）

区
長
会
副
会
長

丸
　
山
　
卓
　
雄

殿
原
町

（
在
田
地
区
代
表
区
長
）

北
条
地
区
代
表
区
長

山
　
下
　
　
　
茂

東
高
室
町

下
里
地
区
代
表
区
長

村
　
上
　
重
　
義

琵
琶
甲
町

九
会
地
区
代
表
区
長

井
　
上
　
幸
　
三

桑
原
田
町

多
加
野
地
区
代
表
区
長

織
　
田
　
良
　
一

島
　
町

西
在
田
地
区
代
表
区
長

小
　
池
　
　
　
薫

下
万
願
寺
町

区 長さん

区長会会長

本多邦好さん

福
　
吉
　
町

松
　
本
　
正
　
光

本
　
　
　
町

小
　
西
　
清
　
文

南
　
　
　
町

植
　
田
　
定
　
雄

駅
　
前
　
町

堀
　
江
　
正
　
彦

御
　
旅
　
町

井
　
上
　
哲
　
郎

御
　
幸
　
町

去
来
川
　
章
　
三

笠
　
屋
　
町

斎
　
藤
　
芳
　
一

宮
　
前
　
町

山
　
下
　
高
　
教

江
ノ
木
町

衣
　
笠
　
武
　
久

住
　
屋
　
町

畑
　
田
　
芳
　
正

小
　
　
　
谷

圓
　
井
　
秀
　
明

栗
　
　
　
田

平
　
位
　
　
　
和

横
　
　
　
尾

水
　
田
　
利
　
夫

古
　
　
　
坂

竹
　
内
　
靖
　
明

西
　
高
　
室

高
　
橋
　
光
　
成

東
　
　
　
南

豊
　
田
　
正
　
幸

西
　
　
　
南

大
　
西
　
　
　
勲

黒
　
　
　
駒

菅
　
原
　
龍
　
雄

曽
根
自
治
区

藤
　
原
　
幹
　
三

北
条
第
三
住
宅

中
　
山
　
景
　
寿

古
坂
１
丁
目

福
　
山
　
歳
　
章

古
坂
２
丁
目

西
　
岡
　
　
　
堆

古
坂
３
丁
目

妹
　
尾
　
浩
　
一

北
条
団
地

原
　
田
　
孝
　
志

女
　
鹿
　
山

平
　
田
　
信
　
男

清
水
団
地

中
　
川
　
千
　
春

カ
ナ
ダ
村

國
　
方
　
　
　
修

荒
神
山
住
宅

小
牟
田
　
謙
　
造

谷
　
　
　
町

吉
　
川
　
嘉
　
文

西
谷
東
町

増
　
田
　
利
　
弘

西
谷
西
町

国
　
松
　
輝
　
夫

窪
　
田
　
町

金
　
鹿
　
孝
　
彦

吸
　
谷
　
町

後
　
藤
　
健
　
一

西
上
野
町

岡
　
　
　
俊
　
造

市
　
村
　
町

川
　
嶋
　
敏
　
宏

坂
　
元
　
町

大
　
谷
　
友
　
博

福
　
居
　
町

伊
　
賀
　
壽
　
昭

谷
　
口
　
町

山
　
野
　
正
　
史

吉
　
野
　
町

荒
　
木
　
利
　
郎

吉
野
住
宅

永
　
嶋
　
辰
　
男

芝
自
治
区

竹
　
本
　
　
　
茂

福
住
西
町

安
　
田
　
良
　
宏

山
下
西
町

衣
　
笠
　
勝
　
弘

山
下
中
町

今
　
峯
　
茂
　
幸

山
下
東
町

奥
　
隅
　
貞
　
壽

西
横
田
町

中
　
根
　
昭
　
夫

東
横
田
町

山
　
田
　
芳
　
晴

鎮
　
岩
　
町

三
　
船
　
皖
　
惟

岸
　
呂
　
町

喜
　
谷
　
能
　
久

東
　
長
　
町

岡
　
原
　
吉
　
人

西
　
長
　
町

三
　
宅
　
秀
　
文

東
剣
坂
町

小
　
路
　
守
　
能

西
剣
坂
町

岸
　
本
　
光
　
弘

中
　
山
　
町

渡
　
邊
　
久
　
芳

大
　
柳
　
町

小
　
林
　
久
　
義

王
　
子
　
町

宮
　
永
　
忠
　
昭

戸
田
井
町

高
　
見
　
淳
　
一

両
　
月
　
町

高
　
見
　
芳
　
行

大
　
村
　
町

前
　
田
　
芳
　
弘

尾
　
崎
　
町

岩
　
崎
　
守
　
利

段
　
下
　
町

東
　
山
　
尊
　
英

中
西
南
町

高
　
田
　
　
　
均

中
西
北
町

石
　
野
　
泰
　
三

野
　
条
　
町

蓬
　
莱
　
　
　
薫

牛
　
居
　
町

中
　
村
　
　
　
晃

上
野
田
町

岩
　
崎
　
和
　
央

東
野
田
町

岩
　
崎
　
正
　
義

東
笠
原
町

中
　
安
　
　
　
高

西
笠
原
町

尾
　
上
　
和

三
　
口
　
町

西
　
岡
　
　
　
豊

坂
　
本
　
町

浅
　
見
　
　
　
健

倉
　
谷
　
町

後
　
藤
　
昭
　
正

千
ノ
沢
町

桜
　
井
　
伸
　
一

新
　
生
　
町

山
　
田
　
博
　
之

尾
崎
団
地

尾
　
田
　
吉
　
清

中
　
野
　
町

藤
　
原
　
道
　
弘

田
　
原
　
町

岡
　
井
　
正
　
巳

網
　
引
　
町

堀
　
井
　
清
　
種

南
網
引
町

山
　
下
　
秀
　
樹

栄
　
　
　
町

吉
　
田
　
英
　
夫

繁
　
陽
　
町

山
　
端
　
重
　
實

繁
　
昌
　
町

山
　
田
　
英
　
規

上
宮
木
町

田
　
中
　
千
　
秋

下
宮
木
村
町

深
　
田
　
康
　
雄

下
宮
木
町

澤
　
中
　
　
　
茂

鶉
野
上
町

山
　
本
　
正
　
明

鶉
野
南
町

横
　
山
　
　
　
實

鶉
野
中
町

永
　
野
　
修
　
身

繁
昌
団
地

織
　
部
　
行
　
男

都
　
染
　
町

吉
　
田
　
賢
　
三

別
府
西
町

高
　
見
　
日
出
男

別
府
中
町

別
　
府
　
隆
　
幸

別
府
東
町

山
　
田
　
　
　
毅

常
　
吉
　
町

藤
　
原
　
　
　
實

朝
　
妻
　
町

小
　
林
　
正
　
明

豊
　
倉
　
町

岩
　
佐
　
　
　
政

玉
　
野
　
町

繁
　
中
　
晴
　
夫

山
　
枝
　
町

仲
　
井
　
清
　
澄

玉
　
丘
　
町

井
　
上
　
明
　
弘

甲
和
泉
町

伊
　
藤
　
栄
　
三

乙
和
泉
町

衣
　
笠
　
昌
　
弘

北
条
地
区

富
田
地
区

賀
茂
地
区

下
里
地
区

九
会
地
区

富
合
地
区

多
加
野
地
区

河
　
内
　
町

仁
　
尾
　
　
　
勝

山
　
田
　
町

志
　
方
　
初
　
男

野
上
町
（
連
絡
員
）

高
　
見
　
登
志
男

池
　
上
　
町

誉
　
田
　
敏
　
昭

西
野
々
町

阿
　
木
　
　
　
守

満
　
久
　
町

原
　
田
　
義
　
隆

馬
渡
谷
町

鈴
　
木
　
忠
　
市

大
　
工
　
町

神
　
田
　
哲
　
茂

鍛
治
屋
町

河
　
月
　
征
　
捷

油
　
谷
　
町

福
　
田
　
義
　
則

田
　
谷
　
町

井
　
上
　
博
　
明

国
　
正
　
町

黒
　
崎
　
忠
　
彦

小
印
南
町

原
　
田
　
義
　
弘

青
　
野
　
町

繁
　
田
　
昭
　
彦

上
若
井
町

後
　
藤
　
欣
　
一

下
若
井
町

坂
　
東
　
行
　
人

大
　
内
　
町

福
　
井
　
　
　
勇

下
道
山
町

大
　
西
　
　
　
保

上
道
山
町

金
　
澤
　
栄
　
一

上
万
願
寺
町

高
　
井
　
幹
　
雄

鴨
　
谷
　
町

轟
　
　
　
宗
　
雄

笹
　
倉
　
町

甘
　
中
　
　
　
求

中
　
富
　
町

辻
　
　
　
祥
　
行

越
　
水
　
町

丸
　
山
　
　
　
弘

北
　
　
　
町

吉
　
田
　
益
　
造

別
　
所
　
町

大
　
杉
　
正
　
博

佐
　
谷
　
町

藤
　
本
　
秀
　
男

上
　
野
　
町

瀬
　
戸
　
克
　
彦

広
　
原
　
町

奥
　
山
　
圭
　
二

下
芥
田
町

小
　
牧
　
清
　
信

上
芥
田
町

藤
　
元
　
　
　
昇

（
敬
称
略
）

在
田
地
区

西
在
田
地
区
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農
会
長
会
会
長

竹
　
内
　
暉

雄

下
道
山
町

（
西
在
田
地
区
代
表
農
会
長
）

農
会
長
会
副
会
長

内
　
山
　
恭
　
昌

山
田
町

（
多
加
野
地
区
代
表
農
会
長
）

北
条
地
区
代
表
農
会
長

岡
　
田
　
泰
　
和

東
　
南

富
田
地
区
代
表
農
会
長

為
　
広
　
実
千
男

西
谷
東
町

賀
茂
地
区
代
表
農
会
長

小
松
原
　
弘
　
一

山
下
中
町

下
里
地
区
代
表
農
会
長

山
　
本
　
宏
　
雄

千
ノ
沢
町

九
会
地
区
代
表
農
会
長

高
　
原
　
明
　
郎

鶉
野
南
町

富
合
地
区
代
表
農
会
長

長
谷
川
　
　
　
勲

山
枝
町

在
田
地
区
代
表
農
会
長

松
　
本
　
勝
　
哉

笹
倉
町

北
　
条
　
東

松
　
本
　
　
　
正

北
　
条
　
西

正
　
中
　
敏
　
昭

小
　
　
　
谷

小
　
松
　
正
　
紀

栗
　
　
　
田

内
　
藤
　
博
　
明

横
　
　
　
尾

西
　
門
　
道
　
雄

古
　
　
　
坂

藤
　
原
　
正
　
樹

東
　
高
　
室

山
　
下
　
正
　
和

西
　
高
　
室

高
　
橋
　
保
　
雄

西
　
　
　
南

大
　
西
　
啓
　
之

黒
　
　
　
駒

菅
　
原
　
一
　
道

谷
　
　
　
町

宮
　
長
　
博
　
文

畑
町
第
１

藤
　
田
　
勝
　
彦

畑
町
第
２

増
　
田
　
和
　
人

畑
町
第
３

藤
　
田
　
昭
　
彦

畑
町
第
４

安
　
富
　
新
次
郎

窪
　
田
　
町

後
　
藤
　
昌
　
彰

吸
　
谷
　
町

柏
　
原
　
伸
　
一

西
上
野
町

永
　
野
　
善
　
一

市
　
村
　
町

川
　
嶋
　
義
　
武

坂
元
町
第
１

後
　
藤
　
基
　
保

坂
元
町
第
２

小
　
林
　
孝
　
昌

福
居
町
第
１

藤
　
本
　
文
　
俊

福
居
町
第
２

堀
　
尾
　
　
　
隆

福
居
町
第
３

喜
　
田
　
克
　
行

福
居
町
第
４

黒
　
田
　
義
　
博

谷
　
口
　
町

山
　
野
　
建
　
一

吉
　
野
　
町

田
　
中
　
利
　
則

福
住
東
町

本
　
多
　
順
　
一

福
住
西
町

渡
　
辺
　
俊
　
彦

山
下
西
町

衣
　
笠
　
利
　
則

山
下
東
町

名
古
屋
　
義
　
数

西
横
田
町

山
　
本
　
邦
　
夫

東
横
田
町

山
　
本
　
重
　
幸

鎮
　
岩
　
町

三
　
船
　
博
　
史

岸
　
呂
　
町

山
　
崎
　
　
　
寛

東
　
長
　
町

上
　
原
　
一
　
男

西
　
長
　
町

玉
　
置
　
清
　
和

東
剣
坂
町

中
　
谷
　
　
　
忍

西
剣
坂
町

大
　
寺
　
　
　
勇

中
　
山
　
町

松
　
本
　
　
　
茂

大
　
柳
　
町

小
　
林
　
大
　
助

王
　
子
　
町

前
　
田
　
　
　
忠

戸
田
井
町

高
　
見
　
和
　
則

両
　
月
　
町

高
　
見
　
　
　
勉

大
　
村
　
町

谷
　
　
　
昭
　
裕

尾
　
崎
　
町

櫻
　
井
　
幸
　
博

段
　
下
　
町

栗
　
山
　
博
　
之

中
西
南
町

井
　
上
　
一
　
成

中
西
北
町

岩
　
崎
　
正
　
明

琵
琶
甲
町

内
　
田
　
康
　
雄

野
　
条
　
町

蓬
　
莱
　
正
　
史

牛
　
居
　
町

前
　
田
　
英
　
機

上
野
田
町

中
　
川
　
正
　
弘

東
野
田
町

岩
　
崎
　
敏
　
昭

東
笠
原
町

三
　
宅
　
勝
　
則

西
笠
原
町

佐
　
伯
　
秀
　
秋

三
口
川
北

芝
　
　
　
　
　
明

三
口
北
浦

稲
　
岡
　
　
　
護

三
口
上
所

森
　
井
　
貞
　
夫

坂
　
本
　
町

小
　
谷
　
章
　
二

倉
　
谷
　
町

小
　
田
　
義
　
春

中
　
野
　
町

三
　
宅
　
照
　
彦

田
　
原
　
町

織
　
田
　
忠
　
明

網
　
引
　
町

板
　
井
　
利
　
貴

南
網
引
町

神
　
沢
　
　
　
均

栄
　
　
　
町

洞
　
井
　
志
都
夫

桑
原
田
町

菅
　
野
　
　
　
保

繁
　
陽
　
町

長
谷
川
　
和
　
史

繁
　
昌
　
町

菅
　
野
　
英
　
一

上
宮
木
町

西
　
村
　
　
　
毅

下
宮
木
村
町

古
　
元
　
美
貴
男

下
宮
木
町

澤
　
中
　
文
　
彦

鶉
野
上
町

塩
　
河
　
修
　
一

鶉
野
中
町

山
　
崎
　
拓
　
也

都
　
染
　
町

菅
　
野
　
貞
　
美

別
府
西
町

西
　
面
　
壽
　
幸

別
府
中
町

松
　
末
　
了
　
一

別
府
東
町

高
　
見
　
良
　
記

常
　
吉
　
町

柴
　
田
　
守
　
正

朝
　
妻
　
町

山
　
野
　
幸
　
男

豊
　
倉
　
町

田
　
中
　
義
　
昭

玉
　
野
　
町

本
　
玉
　
真
　
規

玉
　
丘
　
町

内
　
藤
　
昌
　
俊

青
野
原
町

常
　
峰
　
皓
　
一

甲
和
泉
町

増
　
田
　
　
　
剛

乙
和
泉
町

藤
　
本
　
行
　
則

河
　
内
　
町

内
　
藤
　
利
　
勝

野
　
上
　
町

高
　
見
　
親
　
義

池
　
上
　
町

植
　
田
　
俊
　
弘

西
野
々
町

阿
　
部
　
佳
　
也

農会長会会長

竹内暉雄さん

農会長さん

北
条
地
区

富
田
地
区

賀
茂
地
区

下
里
地
区

九
会
地
区

富
合
地
区

多
加
野
地
区

島
　
　
　
町

坂
　
田
　
勝
　
巳

満
　
久
　
町

藤
　
原
　
充
　
男

馬
渡
谷
町

北
　
川
　
博
　
敏

大
　
工
　
町

神
　
田
　
寿
　
五

鍛
治
屋
町

岡
　
田
　
良
　
雄

油
　
谷
　
町

宇
　
仁
　
　
　
工

田
　
谷
　
町

井
　
上
　
　
　
正

国
　
正
　
町

松
　
岡
　
義
　
博

小
印
南
町

常
　
峰
　
一
　
三

青
　
野
　
町

繁
　
田
　
　
　
基

上
若
井
町

小
　
篠
　
一
　
徳

下
若
井
町

金
　
田
　
一
　
彦

大
　
内
　
町

増
　
田
　
栄
　
造

下
道
山
町

山
　
田
　
芳
　
朗

下
万
願
寺
町

熊
　
谷
　
末
　
男

上
万
願
寺
町

高
　
井
　
　
　
均

殿
　
原
　
町

青
　
山
　
和
　
義

鴨
　
谷
　
町

青
　
木
　
正
　
樹

中
　
富
　
町

高
　
見
　
光
　
則

越
　
水
　
町

長
　
田
　
　
　
勉

北
町
（
連
絡
員
）
吉
　
田
　
益
　
造

別
　
所
　
町

有
　
田
　
安
　
明

佐
　
谷
　
町

堀
　
井
　
秀
　
司

上
　
野
　
町

藤
　
原
　
将
　
憲

広
　
原
　
町

深
　
山
　
　
　
英

下
芥
田
町

小
　
牧
　
重
　
美

上
芥
田
町

是
　
常
　
耕
　
作

（
敬
称
略
）

在
田
地
区

西
在
田
地
区



6２００５年２月号（No.４８８）

税
務
署
で
は
、
納
税
者
の

方
々
が
確
定
申
告
書
や
収
支

内
訳
書
を
ご
自
分
で
作
成
し

て
い
た
だ
き
、
職
員
は
作
成

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
「
自
書
申
告
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。「
平
成
16
年
分
所
得

税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
参

考
に
、
ぜ
ひ
ご
自
分
で
申
告
書
等

を
作
成
し
て
早
め
に
提
出
し
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（http://w

w
w
.nta.go.jp

）

の
「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」で
も
作
成
で
き
ま
す
。

☆
所
得
税

給
与
所
得
以
外
に
次
の
よ
う
な

所
得
が
あ
る
方
は
、
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
昨
年

１
年
間
の
収
入
を
も
う
一
度
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

蘆
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
に
貸

し
た
と
き
の
収
入
、
ア
パ
ー
ト

や
貸
間
の
収
入（
不
動
産
所
得
）

蘆
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
収

入
（
譲
渡
所
得
）

蘆
生
命
保
険
契
約
等
の
満
期
保
険

金
等
（
一
時
所
得
）

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告
】

次
の
よ
う
な
場
合
は
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

蘆
給
与
を
一
ヶ
所
か
ら
受
け
て
い

る
方
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所

得
以
外
の
合
計
所
得
が
20
万
円

を
超
え
る
場
合
（
た
だ
し
20
万

円
以
下
の
場
合
で
も
市
県
民
税

の
申
告
は
必
要
）

蘆
平
成
16
年
中
の
給
与
の
収
入
金

額
が
２
千
万
円
を
越
え
る
場
合

※
源
泉
徴
収
を
さ
れ
て
い
る
方
で

医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
の
申
告
を
さ
れ

ま
す
と
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
の

書
き
方
な
ど
で
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
れ
ば
、
税
務
署
ま
た
は

市
の
申
告
会
場
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

【
農
業
所
得
の
申
告
】

黒
豆
・
ぶ
ど
う
・
い
ち
ご
等
の

特
殊
田
畑
作
物
を
作
ら
れ
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
出
荷
伝
票
・
領

収
書
等
を
も
と
に
実
際
の
収
入
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得

を
出
す
収
支
計
算
に
よ
り
申
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
株
式
譲
渡
の
申
告
】

株
式
譲
渡
に
つ
い
て
は
多
様
な

ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

株
式
譲
渡
に
関
す
る
申
告
に
つ
い

て
は
社
税
務
署
で
お
願
い
し
ま

す
。

※
配
偶
者
控
除
の
適
用
が
あ
る
方

は
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。（
重
複
し
て
の
控
除
は

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
）

◆
問
合
先

社
税
務
署
個
人
課
税

部
門（
蕁
０
７
９
５
瀚
０
２
２
３
）

☆
市
県
民
税

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
前
年
中
に
所
得

が
あ
っ
た
方
（
確
定
申
告
を
す
る

方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
確
定
申

告
の
必
要
が
な
い
方
を
除
く
）
は

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

特
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
方
は
、
所
得
に
よ
っ
て
保
険
税

が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
書
は
３
月
15
日
貂
ま
で

に
申
告
会
場
ま
た
は
市
税
務
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

税
務
課
税
制
係

（
蕁
瀚
８
７
１
２
）

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、
正
し
く

自
分
で
書
い
て
!
郵
送
で
!
お
早
め
に
!

税務署からのお知らせ

所
得
税
の
確
定
申
告
・

市
県
民
税
の
申
告

申
告
期
間
は

２
月
16
日
貉
〜
３
月
15
日
貂

個人事業者の消費税及び
地方消費税の申告と納付期限
蛔 3月31日貅

所得税及び贈与税の申告と納付期限
蛔 3月15日貂

確定申告と納税は正しくお早めに!

①
所
得
税
ま
た
は
市
県
民
税
の
申

告
書（
用
紙
が
送
付
さ
れ
た
方
）

②
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
、
年

金
所
得
が
あ
る
方
）

③
所
得
の
計
算
に
必
要
な
帳
簿
書

類
④
生
命
保
険
、
損
害
保
険
等
の
支

払
証
明
書
、
そ
の
他
領
収
書

⑤
印
鑑
（
認
印
で
可
）

⑥
通
知
が
あ
っ
た
方
は
通
知
書

※
新
た
に
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
金
融
機
関
名
・
預
金

の
種
類
・
口
座
番
号
・
通
帳
使

用
印
も
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成

14
年
度
以
降
、
収
納
事
務
が
市

か
ら
国
（
社
会
保
険
事
務
所
）

へ
移
管
し
て
い
ま
す
。
納
付
額

に
つ
い
て
は
領
収
書
等
で
ご
確

認
願
い
ま
す
。

①
平
成
16
年
中
に
大
型
農
機
具

（
30
万
円
以
上
）
を
購
入
し
た

方
は
購
入
証
明
書

②
カ
ン
ト
リ
ー
の
利
用
料
お
よ
び

苗
の
購
入
証
明
書

③
近
代
化
資
金
等
の
利
息
支
払
証

明
書

④
加
古
川
西
部
土
地
改
良
区
事
業

負
担
金
（
管
理
費
含
む
）
の
領

収
書

⑤
土
地
改
良
事
業
負
担
金
の
領
収

書
⑥
米
需
給
調
整
・
需
要
拡
大
基
金

拠
出
金
の
通
知
書

※
黒
豆
、
ぶ
ど
う
、
い
ち
ご
等
の

特
殊
田
畑
作
物
を
作
ら
れ
て
い

る
方
は
収
支
計
算
と
な
り
ま
す

の
で
、
出
荷
伝
票
・
領
収
書
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

《
申
告
に
必
ず

持
っ
て
く
る
も
の
》

《
農
業
所
得
の

申
告
に
必
要
な
も
の
》



―北播磨県民局　社土木事務所から―
古坂トンネル終日通行止めのお知らせ

◆問合先／北播磨県民局県土整備部社土木事務所加西事業所（蕁瀚２１０３）

※天候や現場の安全確保等の点から期間
が延びる場合があります。その場合は広
報紙等でお知らせします。

※鴨谷と古坂の交差点間で通行規制をして
います。大型車は県道中北条線へお廻り
下さい。

3月7日豺午前9時～9月3日貍の6ヶ月間通行止めの期間

県道大和北条停車場線歩道設置工事では、古坂トンネル（北条町古坂～鴨谷町）の取り壊し等にともなう通行
止め（終日）を次のとおり行いますので、車両全般及び歩行者の皆さんは迂回（図・緑路線へ）をお願いします。
ご不自由をおかけしますが皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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迂 回 路 図

所得税の確定申告・市県民税の申告期間のお知らせ

平成17年度市県民税申告（平成16年分確定申告）相談日程表
区　　　　分 期　　間

2月16日貉～3月15日貂

原則（土･日曜は除く）ただし、
20日･27日の日曜日は相談
受付を行ないます。

2月23日貉
24日貅
25日貊

2月21日豺
22日貂
23日貉

3月 2日貉
3日貅
4日貊

場　　所

加西市民会館
コミュニティセンター
3階　小ホール

（蕁潴3112）

加西市民会館
コミュニティセンター
3階　遊戯室

加西商工会議所
3階　大会議室

（蕁瀚0416）

時　　間

9：00～16：00

9：30～16：00
税務署職員等が申告相談に応じます。
※事業（営業）所得のある方は、なるべ
くこの期間に申告にお越しください。

9：30～16：00

税理士等が申告相談に応じます。
ハガキで通知のない方でも確定申告の
相談に応じます。

対　象　者

申告の必要な方

対象者には、ハガキ
で通知します。

申 告 相 談

所得税確定申告相談
（三者共同申告相談）

社税務署・社県税事務所・
加西市

税理士等による無料相談
（所得税確定申告相談）

税理士会・納税協会・納貯連
合会・商工会議所・商工会

今年の申告期間は、2月16日貉～3月15日貂です。
加西市では、今年の確定申告期間中、平日（月～金曜日）以外にも、２月20日･27日の日曜日に限り市民

会館コミュニティセンター３階小ホールにおいて、確定申告の相談・申告の受付を行います。なお、通常の土・日
は閉庁しています。また、社税務署では今年の申告期間中の開庁は平日のみで、土・日は閉庁しています。
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早
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
私
は
、
こ
こ
数
年
続
け
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
は
、

そ
の
日
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
朝
の
す
が
す
が
し
い
空
気
を
浴
び
な
が
ら
、

自
然
の
変
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
、
大
寒
、

立
春
を
過
ぎ
、
寒
さ
厳
し
い
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
水
溜
り
に
は
氷
が
張

り
、
土
の
地
面
に
は
、
霜
が
降
り
霜
柱
が
立
っ
て
い
ま
す
。
幼
か
っ
た
頃
、

よ
く
霜
柱
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、
足
形
を
い
っ
ぱ
い
残
し
て
学
校
に
通
っ
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
当
時
の
生
活
は
季
節
感
を

味
わ
い
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
、
何
か
に
追
い
か
け
ら
れ
、
急
き
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
生
活
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
は
﹁
早

く
、
安
く
、
便
利
に
、
効
率
良
く
﹂
と
い
っ
た
、
ス
ピ
ー
ド
を
追
求
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
反
動
を
受
け
、
最
近
は
、
″生
活
の
質
の
向
上
″
と

″ゆ
と

り
″
が
問
わ
れ
、
″ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
″
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
と
は
、
﹁
心
豊
か
な
生
活
﹂
、
﹁
ゆ
と
り
あ
る
生
活
﹂
、
﹁
ゆ
っ
た
り
と
し

た
生
活
﹂
、
﹁
結
果
で
は
な
く
そ
の
過
程
も
楽
し
む
生
活
﹂
で
、
今
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
生
活
か
ら
は
、
人
や
自
然
と
の
対
話
が
生
ま
れ
ま
す
。

言
い
換
え
れ
ば
自
分
の
ペ
ー
ス
で
生
活
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
何
事
も

手
早
い
の
が
一
番
、
ス
ピ
ー
ド
が
命
、
と
い
う
の
は
現
代
人
の
常
識
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
？

時
に
は
、
″ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
″

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
常
に
社
会
の
動
き
に
は
目
を
向
け
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
。

光
を
浴
び
、
風
を
感
じ
、
周
り
の
景
色
を
見
な
が
ら
、
ひ
と
時
の
休
息
を

楽
し
ん
で
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
充
実
生
活
の

中
に
こ
そ
、
暮
ら
す
こ
と
の
心
地
よ
さ
、
楽
し
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

加
西
市
は
、
こ
の
よ
う
な
生
活
が
満
喫
で
き
る
す
ば
ら
し
い
ま
ち
で
す
。

加
西
市
長

No. 9

蘆
写
真
…
県
郡
市
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
で

男
子
の
ス
タ
ー
タ
ー
を
行
っ
た
柏
原
市
長
。

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を

見
直
そ
う

のじぎく兵庫国体加西市ボランティア大募集

☆応募資格…中学生以上で、のじぎく兵庫国体の運営に、誠意をもって協力できる個人、及び団体。

☆活動期間…大会前後と事前の啓発活動の実施期間。

☆応募方法…大会前後と事前の啓発活動の実施期間。

☆活動内容

大　　　会 期　　　間

国体リハーサル大会 平成17年 9月17日貍～18日豸

活　動 内　　　容

案内業務
交通業務
環境美化
式典業務
歓迎接待
花 作 り
競技補助

駅・会場等での案内・受付
会場・駐車場での誘導・整理・シャトルバス案内等
会場や会場周辺などの美化・清掃
司会進行・式典補助・手話ボランティア・賞状の筆耕等
休憩所等でのもてなし
装飾用の花作り
競技場内アナウンサー・ボールボーイ・グラウンドキーパー等

平成17年10月16日豸
平成18年10月 1日豸
平成18年10月 6日貊～ 9日豺
平成18年 9月30日貍～10月10日貂

オリエンテーリングリハーサル大会
のじぎく兵庫国体オリエンテーリング大会
のじぎく兵庫国体軟式野球大会
のじぎく兵庫国体スポーツ芸術

※無報酬で、交通費等も自己負担とします。
（業務に必要な諸物品は支給または貸与します。）

〒675－2395 のじぎく兵庫国体加西市実行委員会事務局
蕁瀚8773 蕭潴1803 E-mail:taiiku@city.kasai.hyogo.jp

平成17年に開催される兵庫国体リハーサル大会・平成18年に開催されるのじぎく兵庫国体本大会のボラン
ティアを募集します。
市民参画による国体をめざし、市民一人ひとりが、それぞれの立場で積極的に国体に参加し、心の
こもった大会とするために、皆さんのご協力をお願いします。多数のご応募をお待ちしています。

申込書の様式に住所、氏名、年齢、性別、電話番号、希望する活動等を明記し郵便・FAX・Eメールなどでご応募ください。
※申込書はホームページに掲載していますが、任意の様式でもかまいません。
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夢をかなえるオーダーメイドの方法 藤沢優月
「頭がいい」とは、文脈力である。 齋藤　孝
小さな命からの伝言 アグネス・チャン
血液サラサラ生活のすすめ 栗原　毅
「農」が変える食ビジネス 青山浩子
最新＊水墨画教室 山下秀樹
辻邦生全集７ 辻　邦生
幽　閉 アメリー・ノトン
播磨北部の生業と武士 県立歴史博物館編集
バンドラ（上下） 谷　甲州
もっと、生きたい… Yoshi
窓際の死神（アンクー） 柴田よしき
ダレン・シャン12 ダレン・シャン

VIDEO 釣りバカ日誌13
VIDEO 冬のソナタ 1～10
DVD ロード・オブ・ザ・リング 1・2
DVD ミスティック・リバー
DVD ラスト・サムライ
DVD ダンサー・イン・ザ・ダーク

アスティアかさい３階
（蕁瀚３７２２）

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり
新 着 書

新 着 ＶＡ

★予約はインターネットが便利です。
詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.library.city.kasai.hyogo.jp/

ねひめホールイベント情報
内　　　　容 日　　時

おはなし会
内容：幼児から小学生低学年向けの

本の読み聞かせ、紙芝居

3月12日貍
3月19日貍
14：00～14：30

キッズミニシアター
内容：幼児から小学生低学年向けの

アニメの上映

3月5日貍
14：00～14：30

映画：「交渉人」 1998年（米国）

監督：F・ゲイリー・グレイ
出演：サミュエル・L・ジャクソン、ケビン・スペイシー

【STORY】
シカゴ警察No.1の人質交渉人ローマンは、ある日、何者かの罠には
められ殺人と横領の罪に問われる。破滅を予感した彼は、警察ビルに
人質をとり立てこもる。そして、もう１人のトップ交渉人クリス・セイビアンを
交渉人に指名。
セイビアンとローマンの極限の駆け引きが始まる・・・・。

IQ１８０の駆け引きを演じるのは、サミュエル・L・ジャクソンとケビン・スペイ
シー。
実力ある個性派の競演でスリリングな頭脳戦が繰り広げられるサスペ

ンス巨編。

◆日　時／２月25日貊 午後７時30分～９時50分

◆場　所／地域交流センター 多目的ホール

◆入場無料 ◆定員／94名
◆問合先／ねひめCue! 事務局（蕁瀚０１０６）

2月のねひめCue! 上映作品

ねひめCue! は地域の映画文化を豊かにしていくために、それぞれの地域に
暮らす人々の手で映画を見ることができる場（コミュニティシネマ）
作りをめざす市民映画上映グループです。

１
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健
康
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、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
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の
輪
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目
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６
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ラ
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ィ
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ど
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「
古
本
市
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開
催
し
ま
し
た
。
昨
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と

同
様
、
実
行
委
員
会
（
衣
笠
勝
弘
委
員

長
）
が
主
催
で
、
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
含
め
５
６
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

午
前
の
部
は
、
九
会
幼
稚
園
児
に
よ
る

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、
長
年
に
わ
た
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
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尽
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さ
れ
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表
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感
謝
状
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贈
呈
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ボ
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テ
ィ
ア
活
動
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体
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お
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振
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し
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。
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防
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人
と
未
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防
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磨
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演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
古
本
市
」
で
は
、
市
民
の

方
々
に
古
本
提
供
を
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、
８，
９
５
８
冊
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
見
る
見
る
う
ち
に
、
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
ま
し
た
。

こ
の
売
上
金
は
災
害
復
興
の
義
援
金
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
資
金
と
し
て
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

余
生
な
ど
天
に
ま
か
せ
て
福
寿
草

井
上
　
艶
子

と
っ
ぷ
り
と
温
泉
気
分
に
初
湯
か
な

深
田
百
合
子

冬
薔
薇
薄
き
命
に
も
や
す
日
々

西
脇
　
淑
女

扁
額
の
墨
の
か
す
れ
や
日
短
か

三
宅
　
陽
湖

み
ど
り
児
の
覚
め
て
瞳
や
水
仙
花

惣
市
佳
津
子

運
不
運
何
処
で
線
引
く
去
年
今
年

井
上
　
幸
代

災
の
年
静
か
に
更
け
て
山
眠
る

井
上
　
湧
水

初
夢
も
哀
し
き
我
は
障
害
者

中
尾
　
浩
次

岩
肌
に
散
り
て
盛
ん
や
冬
紅
葉

前
川
　
和
市

足
湯
よ
り
眞
向
か
い
に
見
る
冬
の
山

大
塚
　
信
子

2月16日貉～2月28日豺
特別整理期間につき、休館とさせていただきます。
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万願寺の池田さん（原始人会）に
「酒類酒造免許」が交付
万願寺で村おこしを行っている「原始人会」は、

加西市農村地域活性化特区を利用し、濁酒を製造
する計画で、「酒類酒造免許」の申請をしていまし
た。そして1月28日貊、社税務署長から池田孝一
会長に免許が交付されました。「酒類酒造免許」の
交付は、昨年12月に交付された出石郡但東町に続
き関西で2番目の認可となりました。月1回のペース
で行っているイベント『食の変化! 蘆蘆の故郷が今大
きく』の最終回の2月6日豸、参加者の皆さんは、
念願の濁酒（どぶろく）を試飲することができまし
た。参加者は、「おいしかった。地元産のキヌヒカリ
100％。全国的に焼酎が人気ですが、これからは濁
酒が人気となるのでは。」と試飲を楽しまれました。

北条小6年生が卒業記念の土器制作
「縄文式土器」や「オカリナ」が完成
1月31日豺、北条小学校（吉田廣校長）

6年生98人が図工の時間に制作した「オカ
リナ」や「土器」約150点の釜出しが行わ
れました。卒業記念にと高見雅博教諭の指
導で2年目。昨年6月に粘土で形をつくり、
約7ヵ月間陰干しをしていました。小学校
横の田んぼに設置した丸い野焼き釜は、直
系約150袍、深さ約50袍の大きさで、落
ち葉やもみがらと一緒に、約800度の温度
で1週間焼いた土器は、きれいな茶色に焼
き上がっていました。子どもたちは、でき
上がった土器を手に取り歓声を上げていま
した。

玉丘史跡公演横の池で
コハクチョウ越冬中

長倉池（玉丘史跡公園横）でコハクチョ
ウ約80羽と数羽のオオハクチョウが長旅の
疲れを癒して越冬中です。2種類の見分け
方は、オオハクチョウは体が一回り大きいこ
と、くちばしの黄色の部分が先の方までくさ
びのように広がっているところで区別できま
す。コハクチョウは全身白色の雁の仲間で
水辺や水田などで見られますが、越冬地は
県内では数少ないそうです。
また、たくさんのカメラマンが早朝より駆
けつけ、羽を広げ飛び立つ瞬間、優雅に水
面に浮かぶ姿などシャッターチャンスを狙っ
ています。例年3月中旬まで観察できます。

全国学校給食週間（1月24日～30日）に合わせて、市内の小学
校で1月25日貂、26日貉地元産のキヌヒカリを使った「米パン」
が給食に登場しました。（写真は富合小学校）始めて食べた子ども
たちからは、モチモチした感触が、「ナン」に似ていると好評で、
みんな残さず食べていました。
また27日貅、28日貊栄町で収穫された「さつまいも」や山下中

農業協同事業協議会で作付された紫黒米品種「むらさきの舞」を使
った「根日女ごはん」が給食として出されました。むらさきの舞は、
昨年に続いての使用で、子どもたちは、紫黒米に含まれるアントシ
アニンの栄養分などについて説明を受け、加西市の特産について学
びました。

市内の小学校で地産地消事業が活性化
学校給食で加西産キヌヒカリの“米パン”などが子どもたちに

市内各地で正月の松飾り・しめ縄)・書き初めなどを持ち寄って
焼く「とんど焼き」が行われました。北条町の福吉地区と栗田地区
では、1月14日貊栗田地区の公民館で今年初めて合同でとんど焼き
を行いました。子どもたちから高齢者の方まで約100名が燃え上が
るやぐらを囲み、無病息災を願いました。やぐらは、老人クラブの
会員と地区役員の10名が組み上げました。
また、残り火でお餅やさつまいもを焼いて食べ、健康と幸福を祈
りました。主催した役員さんは「“安全と安心のまち”をめざすに
あたり、地域の横のつながりの手助けとなればうれしいです。」と
話されていました。

市内各地で伝統行事
無病息災を願って「とんど焼き」開催
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大切な文化財を守りましょう!
「第51回文化財防火デー」
1月26日の「第51回文化財防火デー」を

控えた1月23日豸、消防署、消防団、寺関係
者と協力し、酒見寺多宝塔（北条町）、法華
山一乗寺三重の塔（坂本町）周辺において、
防火訓練を行いました。酒見寺では、出火延
焼中の想定で訓練開始。管理人は、自動火災
報知器で火災の旨を寺内に知らせると同時に
消防署へ119番通報し、重要文化財の搬出、
避難誘導、関係者への連絡など初期消火訓練
を行いました。

JA女性会加西連絡協議会メンバーが
メッセージスタンドを寄贈
1月25日貂、JA兵庫みらい女性会加西

連絡協議会（宇仁寿美会長）のメンバー6
名が市役所を訪問し、昨年11月に行われ
た加西営農生活センター展示・即売会のチ
ャリティーバザー収益金で購入したメッセ
ージスタンド10台を寄贈くださいました。
宇仁会長は「市民の皆さんが気軽に受診す
ることができる町ぐるみ健診に役立ててほ
しい。」と話され、柏原市長は、「毎年、健
康増進のために様々な器具をありがとうご
ざいます。市の大きな柱である“健康都市”
をめざして、丁重に利用させていただきま
す。」と感謝を述べました。

繁陽町の小谷秀美さんに
感謝状贈呈

1月28日貊、12月に加西病院施設充実
資金として100万円を寄付していただい
た、小谷秀美さん（繁陽町）に柏原市長か
ら感謝状を贈呈しました。「医療器具もど
んどん進歩しています。最新器具購入の足
しになれば。」と小谷さん。また、加西病
院の高見登志男事務局長は、『市民の皆さ
んが安心して利用できる病院をめざし、資
金を有効に活用させていただきます。緊急
医療器具の「自動体外式除細動器（AED）」
の購入に役立てたい。』と感謝を述べました。
※AED…心臓に電気ショックを与えて、

正常な状態に戻す医療機器

1月15日貍地域交流センターで、震
災10周年企画として、市民劇団 お
おきな木の公演「My Blue Heaven」
とパネルトーク「その時! あなたはどう
動く？」が行われました。おおきな木の
公演は、阪神・淡路大震災で倒壊した

一軒家で暮らす家族を表現した舞台でした。また、パネルトークでは、
市防災担当職員が、昨年の台風23号による加西市の被害状況や市の
防災計画、災害時の対応方法など説明しました。さらにパネラーから
は『自らの身は自分で守る「自助努力」と日ごろからの地域のつなが
りを大切にし「共助」することが重要です。』と話されました。

自助・共助が重要!
自然災害から学ぶ実体験パネルトーク

1月30日豸加西市都市親善友好協会は、毎週金曜日に実施してい
る、かさい日本語クラスで日本語を学ぶ外国人が母国料理を披露す
る「世界の料理教室」を市民会館で行いました。中国・ブラジル・
インドネシア・カナダ人が参加し、自国自慢の料理を日本人に伝授
しました。会場では各国独特のスパイスの香りが漂い、調理してい
る時からおいしそうな匂いでいっぱいでした。ブラジル人メンバー
は、母国の家庭料理で、黒豆と豚肉などを圧力鍋で煮込んだ「フェ
イジョアダ」を調理しました。お姉さんと一緒に参加したブラジル
人のサワタイシ　ケイコさんは、「たくさんのおいしいブラジル料
理はあります。機会があれば、披露したいです。料理を通じて日本
人と交流できることは楽しいです。」と話されました。

かさい日本語クラスの外国人が各国の料理を披露!
「世界の料理教室」
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江
戸
時
代
中
期
に
書
か
れ
た
地
誌

『
播
磨
鑑

は
り
ま
か
が
み

』
に
載
る
水み

口く
ち

王
子
神
社
が
当

神
社
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。『
加
西

市
史
』
に
よ
る
と
本
殿
建
立
は
、
建
物

の
特
徴
か
ら
棟
札
の
と
お
り
正
徳
２
年

（
１
７
１
２
）
と
考
え
て
よ
く
、
安
政
８
年

（
１
７
９
６
）
に
は
改
修
が
行
わ
れ
た
よ

う
で
す
。

境
内
に
は
、
正
徳
年
間
ま
で
遡
り
う

る
石
造
文
化
財
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
が
、

19
世
紀
中
頃
の
建
立

と
考
え
ら
れ
る
随
身

門
の
前
に
高
さ
約
３

ｍ
の
一
対
の
石い

し

灯ど
う

籠ろ
う

が
献
灯
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
、
東
側

の
灯
籠
は
文
化
５
年
（
１
８
０
８
）
の
年

号
が
刻
ま
れ
、
年
号
が
判
る
同
神
社
の

石
造
文
化
財
で
は
最
も
古
い
遺
品
で
す
。

世
話
人
　
油
屋
庄
治
郎
の
名
と
と
も
に

東
長
村
の
石い

し

工く

常
四
良
の
名
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
西
側
の
石
灯
籠
は
、

天
保
15
年
（
１
８
４
４
）
辰た

つ

四
月
吉
日
の

年
号
と
世
話
人
２
名
の
名
前
な
ら
び
に

石
工
西
長
村
佐
市
良
の
名
前
が
あ
り
、

後
補
の
作
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

な
お
、
門
前
に
車
止
め
と
し
て
再
利

用
す
る
石
塊
２
個
は
、
蓮
弁
等
の
特
徴

か
ら
石
灯
籠
を
構
成
す
る
笠
と
竿
の
上

に
乗
る
中
台

ち
ゅ
う
だ
い

と
考
え
ら
れ
、
そ
の
装
飾

等
か
ら
現
灯
籠
の
前
身
灯
籠
の
一
部
で

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

境
内
の
手
水
舎
に
は
、
井
戸
横
に

盥
水

た
ら
い
み
ず

と
刻
ん
だ
手ち

ょ

水う
ず

鉢
に
も
嘉か

永え
い

元
年

（
１
８
４
８
）
申さ

る

九
月
吉
日
の
年
号
と
と

も
に
世
話
人
８
名
の
名
前
と
西
長
村
の

石
工
佐
市
良
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
本
殿
正
面
の
狛
犬
は
、
御
影
石
と

思
わ
れ
る
花
崗
岩
製
で
す
が
、
そ
の
台
座

に
は
凝
灰
岩
が
使
わ
れ
安
政
４
年
（
１
８

５
７
）
の
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
年
号
な
ら
び
に
社
殿
建
築
推
定

年
代
か
ら
考
え
る
と
18
世
紀
以
降
に
順

次
、
境
内
諸
施
設
の
改
修
整
備
が
行
わ

れ
て
い
っ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。
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（三口町）
若一王子神社

希望を胸に出発した21世紀は「人権の世紀」
といわれています。
私たちが暮らしていく上で、「人権」は大切な

宝物です。地球上のすべての人たちは、それぞ
れの願いがかない、いま幸せでしょうか。人々が
傷つけあう争いなど、人権侵害をなくすために、
私たちにできることは何でしょう。
私たちの周りにはさまざまな立場の人が生活し

ています。だれもが安心して暮らし、生涯を現役
として、持っている力を存分に発揮し、元気に活
動できる社会を実現するためには、それぞれの
立場と違いを認め合い、一人ひとりが知恵やアイ
デアを出し合って取り組んでいくことが大切です。
障害のある人もない人も、支え合いながらともに
暮らし、働く意欲と能力が生かされる社会。
加西市においても、このような事柄を一つひと

つ点検しながら、さまざまな制度や、活動の仕組
みに取り入れ、年齢、性別、障害の有無、国籍
等にかかわらず、だれもが地域社会の一員として
支え合うなかで、安心して暮らし、一人ひとりが
持てる力を発揮して元気に活動できる社会づくり
を推進しています。

（じんけんチャート2005より）

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。」「
行
っ
て
き

ま
す
。」「
行
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
。」
子
供
た
ち
の
元
気
な
あ
い

さ
つ
で
、
幼
稚
園
の
一
日
が
始
ま
り
ま

す
。泉

幼
稚
園
で
は
、
幼
稚
園
を
地
域
に

開
き
、
世
代
を
越
え
た
方
々
と
の
交
流

の
中
で
、
心
豊
か
な
子

ど
も
を
育
て
る
た
め
、

「
に
こ
に
こ
広
場
」
を
開

い
て
い
ま
す
。
地
域
の

高
齢
者
や
、
保
育
所
・

小
学
生
・
中
学
生
・
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
方
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
々
と
の
か
か
わ

り
、
昔
の
遊
び
を
教
え

て
も
ら
っ
た
り
、
一
緒

に
遊
ん
だ
り
し
な
が

ら
、
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
６
月
に
、
高
齢
者
の
方
々
と
一

緒
に
芋
の
つ
る
さ
し
を
行
い
、
十
月
に

芋
掘
り
を
し
ま
し
た
。「
芋
を

掘
る
と
き
に
気
を
つ
け
る
こ
と

は
な
に
？
」
と
子
ど
も
た
ち

が
聞
く
と
、「
そ
う
や
な
あ
。

芋
の
周
り
か
ら
掘
っ
て
い
っ
て
、

芋
が
け
が
せ
ん
よ
う
に
掘
る

こ
と
か
な
あ
。」「
あ
り
が
と

う
。
わ
か
っ
た
。」「
が
ん
ば
る

ぞ
ー
。」
と
ス
コ
ッ
プ
と
袋
を
持
っ
て
み
ん

な
で
芋
畑
に
入
り
ま
し
た
。「
ほ
ら
、
こ

の
つ
る
が
出
と
る
と
こ
を
掘
っ
た
ら
え
え

ね
ん
で
。」「
う
ん
、
で
も
な
か
な
か
お

芋
出
て
こ
な
い
よ
。」
と
、
子
ど
も
が
困

っ
て
い
る
と
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
手
伝
っ

た
る
わ
。」
と
、
自
然
な
形
で
子
ど
も

に
合
わ
せ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
か
か
わ
っ
て

く
だ
さ
り
、
あ
き
ら
め

か
け
て
い
た
子
ど
も
の

手
に
も
、
力
が
入
り
ま

し
た
。

「
あ
!

お
芋
が
見
え

て
き
た
。
や
っ
た
!

お

お
き
な
お
芋
が
掘
れ
た

で
。
」「
よ
う
頑
張
っ
た

な
あ
。」
と
優
し
い
ま
な

ざ
し
で
、
頑
張
り
を
認

め
て
も
ら
い
、
と
び
っ
き

り
の
笑
顔
で
、
収
穫
の
喜
び
を
共
感
し

て
い
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
人

の
優
し
さ
や
偉
大
さ
を
、
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
と
の
か
か
わ
り
に
よ
り
、

い
き
い
き
と
遊
び
、
お
互
い
を
思
い
や
る

や
さ
し
い
気
持
ち
や
協
力
す
る
楽
し
さ

を
感
じ
、
自
分
ら
し
く
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
、
積
極
的
に
交
流
の

機
会
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
に
こ
に
こ
広
場
」
で
、
心
を
育
む

加西市立泉幼稚園

みんなが暮らしやすく
活動しやすい社会をめざして

文化5年の石灯籠



昨
年
６
月
の
分
娩
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
機
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

発
足
し
、
ご
指
摘
の
あ
っ
た
問
題
点
の
改

善
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
後
の
経
過
を
報
告
し
ま

す
。昨

年
の
11
月
号
で
、
産
婦
人
科
外
来
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
診
療
内
容
の
充
実
し

た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
12

月
か
ら
男
女
混
合
病
棟
か
ら
産
婦
人
科
・

小
児
科
・
内
科
の
女
性
病
棟
と
し
て
の
病

棟
編
成
を
行
い
、
産
婦
人
科
病
棟
と
し
て

の
特
徴
を
主
眼
に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
、
ゆ
っ
く
り
と
産
前
産
後
を
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
病
棟
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

ま
た
厳
し
い
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
食

事
メ
ニ
ュ
ー
も
、
週
１
回
デ
ィ
ナ
ー
食
を

始
め
ま
し
た
。
お
肉
・
お
魚
・
野
菜
た
ち

が
調
理
士
た
ち
の
マ
ジ
ッ
ク
に
よ
っ
て
お

い
し
そ
う
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
変
身
し
、

ボ
ー
ン
チ
ャ
イ
ナ
の
素
敵
な
食
器
に
盛
ら

れ
て
き
ま
す
。
お
産
を
済
ま
さ
れ
た
マ
マ

達
は
「
お
祝
い
膳
？
」「
び
っ
く
り
!
病

院
に
デ
ィ
ナ
ー
食
」「
ま
る
で
コ
ー
ス
料

理
の
よ
う
!
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
感
想
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
い
し

い
料
理
を
食
べ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
幸
せ

そ
の
も
の
の
笑
顔
で
す
。
入
院
中
の
楽
し

み
は
『
食
事
』
で
あ
り
、
私
達
が
考
え
る

以
上
に
重
要
な
こ
と
も
再
認
識
し
ま
し

た
。
デ
ィ
ナ
ー
食
へ
の
取
り
組
み
で
、
調

理
場
は
戦
場

の
よ
う
な
大

変
さ
も
あ
り

ま
す
が
、
今

後
も
調
理
師

た
ち
が
腕
を

ふ
る
い
ま
す

の
で
挑
戦
に

ご
期
待
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
今

年
度
は
病
棟
の
ト
イ
レ
や
浴
槽
、
分
娩

室
・
陣
痛
室
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
改
装
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
産

後
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
検
討
中

で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
ご
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
産
婦
人
科
・
小
児
科
病
棟

を
め
ざ
し
て
、
一
層
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今

高血圧について

選
ば
れ
る
産
科
病
棟
を
め
ざ
し
て

〜
分
娩
に
関
す
る
意
識
調
査
よ
り
パ
ー
ト
Ⅱ
〜

市
立
加
西
病
院

東
3
病
棟
　
志
方
邦
子
・
ス
タ
ッ
フ
一
同

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp 

い
ず
み
会
会
員
（
栄
町
）

吉
田
久
美
子
さ
ん

〈シェフから一言〉
土の中で育った根菜にはビタミン、ミネラルが豊富で同時に食
物センイが多く含まれています。食物センイは消化吸収される
成分ではありませんが、胃腸をきれいにし、腸の動きを活発
化し、発ガン物質などの有害物質を体外に排出する働きがあ
ります。便秘や大腸ガンの予防に根菜をたっぷり食べましょう。

笊大根（100ｇ）にんじん（30ｇ）れんこん（50ｇ）さと
いも（2～3コ）はいちょう切りにし、れんこんは酢水
にさらす。さといもは塩でぬめりを取る。ごぼう（30ｇ）
はささがきにし酢水にさらす。しいたけ（２枚）はス
ライス、うすあげ（1/2枚）は短冊切り、こんにゃく
（1/2枚）は茹でて一口大にちぎる。
笆笊の材料とだし汁（4カップ）を鍋に入れ煮る。
笳柔らかくなったら醤油（大さじ1/2）塩（小さじ1/2）
で調味し水溶き片栗粉（大さじ１）でとろみをつける。

笘小口切りにした青ねぎ（適宜）をちらして火を止める。

皆さんは、｢あなたの血圧値は？」という
質問に答えることができますか？健診を受け
その結果をよくみている方や、定期的に病
院等で血圧測定をされている方は答えるこ
とができると思います。答えられなかった方
は年に１回は健診を受けて値をチェックしま
しょう。
現在、成人の５人に１人は高血圧といわ

れています。平成16年度町ぐるみ健診か
らも同様の結果がでています。
高血圧は自覚症状がほとんどないため、

放置されたり、治療を自己判断で中断され
ている方に出会うことがしばしばあります。
しかし血圧が高い状態を続けていると血管
や心臓に負担をかけ、動脈硬化等を進行
させその結果、脳卒中、心臓病、腎不全
等の大きな病気を引き起こす原因となって
しまうのです。
高血圧の方や血圧が高めであると指摘

されたことがある方は以下の「生活のポイ
ント」のできることから取り組んでみましょう。
《高血圧予防の生活のポイント》
①塩分を控えましょう
（塩分の多い加工食品を控え、だしやお酢
を上手に利用して減塩しましょう）
②野菜を１日300gは食べましょう（３食す
べてに野菜料理１品はいれましょう）
③肥満を予防しましょう
④過度の飲酒を控えましょう
⑤禁煙に挑戦しましょう（タバコはがんの
原因だけでなく動脈硬化も進行させます）
⑥適度に運動を行いましょう（自分に合っ
た継続できる運動をみつけましょう）
⑦ストレスはためずに解消する方法を持
っておきましょう

（加西市歯科衛生士会）

口からの肺炎予防

肺炎を起しやすいこの季
節、細菌の多い唾液が肺の
中に入ることも原因します。
予防法は、歯のある方も総入
れ歯の方も、歯や歯ぐきを刺
激して口の中を清潔にするこ
とです。口の清潔を保ち、病
気を予防しましょう。

２００５年２月号（No.４８８）13

〈作り方〉（4人分）

週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例週1回のディナー食の一例



乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■母子健康手帳の交付 午前８時30分～午後５時15分

妊　婦 随　時　　 健康長寿課（市役所２階）

■2か月児（先天性股関節脱臼）健診 午後１時～２時

平成16年12月生まれの乳児 ２月22日（火）

《平成17年１月生まれの乳児 ３月22日（火）》

■4か月児健診 午後１時～２時

平成16年10月生まれの乳児 ３月１日（火）

《平成16年11月生まれの乳児 ４月５日（火）》

■1歳6か月児健診 午後１時～２時

平成15年９月生まれの幼児 ３月８日（火）

《平成15年10月生まれの幼児 ４月12日（火）》

■3歳児健診 午後１時～２時

平成14年１月生まれの幼児 ３月15日（火）

《平成14年２月生まれの幼児 ４月19日（火）》

■乳幼児保健相談 午後１時～２時

希望者 ２月17日（木）

《３月17日（木）》

■離乳食講習会 午後１時～１時30分

初期：３～６か月の乳児の保護者

２月25日（金）

中期：７～８か月の乳児の保護者

３月25日（金）

■プレママ教室（妊婦教室） 午後１時～１時30分

妊娠５～８か月（安定期）のママ・パパ、祖父母

３月10日（木）

《４月７日（木）》

■パパママクラブ（予約制） 午後１時～１時30分

妊娠８か月以降のパパ・ママ ３月３日（木）

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
３月１日（火）午後１時30分～午後３時30分

市民会館
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
３月１日（火）午後１時30分～午後３時30分

市民会館
■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
３月３日（木）健康福祉会館
３月３日（木）善防公民館
３月10日（木）農村環境改善センター
３月17日（木）北部公民館
■法律相談
３月24日（木）健康福祉会館　受付は午前９時～11時
■市民相談
月～金曜日　午前８時30分～午後４時

市役所市民相談室
■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週水・木曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階地域交流センター相談室
■教育相談
月～金曜日　午前８時30分～午後５時　教育研修所
■女性相談（家族、近所、職場、子育て、介護、夫からの暴力など女性専用）
毎週火・金曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階男女共同参画センター相談室
電話相談と面接相談の予約（蕁瀚００１２専用）

■養育相談（０～18歳までの子どもを育てている保護者対象）
〈性格・生活習慣・知能・言語・学校生活・心身障害などに関する相談〉
月～金曜日　午前９時～午後４時

健康福祉会館２階　家庭児童相談室（蕁瀚６７０４）
■母子相談（母子に関する相談）
毎週火・木曜日　午後１時～午後４時

市役所　社会福祉課女性児童係（蕁瀚８７２６）
■ボランティア相談（ボランティアに関する相談）
３月３日（木） 午後１時30分～午後３時30分

健康福祉会館１階（蕁潴８１３３）

相相相相 談談談談

時間はいずれも
午後１時30分～午後４時｝

母子健康手帳を
お持ちください。）（

（受付時間）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越しください。
★健診、相談には、母子健康手帳をお持ちください。
★問合先 健康長寿課（蕁瀚８７２３）

※エプロンと掛
け物・飲み物
（赤ちゃん用）
をお持ちくだ
さい。

北条小学校５年

藤　原　翔
し ょ

央
お

くん

このコーナーに掲載を希望される方は、写真とメッセージを
〒675-2395 加西市役所秘書広報課まで。（蕁瀚８７０１）

日毎に増える言動に驚いたり
感激したり振り回されていま
す。誰にも愛される子でいて
ください。

〈ママの一言〉

小林　　舜
しゅん

くん
2歳5カ月

（北条町西南）

ぼくの夢

パパ・ 聡 さん

ママ・ 恵 さん

パート②

14２００５年２月号（No.４８８）

※当日、気象等の都合で事業開催を見合わせることがあります。
事業の中止・順延につきましては健康長寿課までお問い合わせください。



２００５年２月号（No.４８８）15 美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

絵
を
描
き
始
め
た
ら
と
に

か
く
集
中
。
描
い
て
い
る
時
は

自
分
が
何
を
し
て
い
る
か
も
忘
れ

て
し
ま
わ
れ
ま
す
。
ま
る
で
何
か

に
描
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
境
地
で

す
。
例
え
ば
色
を
塗
っ
て
い
て
、
こ

の
色
暗
い
な
ぁ
と
思
っ
た
ら
日
没
を

迎
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。

電
気
を
付
け
る
の
を
忘
れ
て
い
る
の

で
す
。
描
け
な
い
時
は
キ
ャ
ン
バ
ス

を
眺
め
て
瞑
想
し
、
気
分
が
高
揚

Active Kasai★★★★★★★★★★★★★★★★★

す
る
時
を
ひ
た
す
ら
待
ち
、
そ
し

て
一
気
に
仕
上
げ
ら
れ
ま
す
。
で

も
ま
っ
た
く
筆
を
持
た
な
か
っ
た
こ

と
も
…
。

学
生
時
代
は
あ
る
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

に
憧
れ
、
バ
ン
ド
活
動
に
没
頭
。
洋

画
家
に
な
る
き
っ
か
け
は
、
大
学
３

年
生
の
時
で
し
た
。
知
人
か
ら
加

西
市
美
術
展
に
出
品
し
て
は
？
と

の
誘
い
で
、
初
め
て
油
絵
を
出
品

し
、
同
展
の
最
優
秀
賞
に
あ
た
る

加
西
市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
中
野
節
夫
先
生
や
高
橋
忠
雄

先
生
に
は
よ
く
お
世
話
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昔
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
洋
画
に
あ
こ

が
れ
て
西
洋
風
の
画
調
で
、
青
い
色

を
多
く
使
っ
た
人
物
画
が
中
心
で
、

各
絵
に
は
名
称
を
付
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
１
９
９
９
年
以
降
「
ノ

ス
タ
ル
ジ
ィ
ア
」
と
い
う
一
連
の
テ

ー
マ
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

絵
の
名
前
は
す
べ
て
「
ノ
ス
タ
ル
ジ

ィ
ア
」
で
す
。「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ィ
ア
」

と
は
望
郷
・
郷
愁
・
回
帰
と
い
う

意
味
が
あ
り
、
過
去
と
現
在
を
う

ま
く
ミ
ッ
ク
ス
し
た
作
品
づ
く
り
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
夏
に
行
わ

れ
る
「
新
制
作
展
」
に
応
募
す
る

作
品
を
含
め
、
年
に
２
〜
３
点
の

作
品
を
描
か
れ
て
い
ま
す
。

絵
を
描
く
材
料
は
普
段
何
気
な

く
過
ご
し
て
い
る
毎
日
の
中
か
ら
発

見
さ
れ
ま
す
。
特
に
大
阪
や
神
戸

の
街
並
み
な
ど
が
好
き
で
、
こ
れ

だ
と
思
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
写
真

を
撮
っ
た
り
、
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
夢
の
中
で
見
た
も

の
を
朝
起
き
て
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の

も
あ
る
そ
う
で
す
。そ
の
デ
ー
タ
は
、

２
０
０
点
以
上
に
も
及
び
ま
す
。

そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
頭
の
中
の

キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
く
こ
と
が
一
番
難

し
く
、
い
わ
ゆ
る
瞑
想
を
重
ね
た

上
に
、
本
物
の
筆
を
持
た
れ
ま
す
。

こ
の
度
、
田
中
さ
ん
は
、「
再
生
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
、

震
災
復
興
10
周
年
記
念
国
際
公
募

展
　
兵
庫
国
際
絵
画
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
に
応
募
し
、
81
カ
国
８，

０
０

０
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
約
１

０
０
点
（
内
日
本
人
は
34
名
）
を

選
ん
だ
入
選
作
品
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
受
賞
し
た
作
品
は
、
古
き
良

き
時
代
の
精
神
を
回
帰
で
き
た
ら

と
い
う
願
い
が
中
央
に
描
い
た
飛
行

船
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
多

彩
な
色
使
い
で
す
が
、
シ
ッ
ク
で
遠

近
感
が
す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
。

な
お
、
２
月
20
日
豸
ま
で
兵
庫
県

立
美
術
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
、
田
中
さ
ん

は
『「
再
生
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
僕

の
コ
ン
セ
プ
ト
（
ノ
ス
タ
ル
ジ
ィ
ア
）

と
合
致
し
た
の
で
は
な
い
か
。
入
選

し
た
と
の
報
告
を
受
け
、
メ
ン
バ
ー

を
見
た
時
、
ま
さ
か
世
界
や
日
本

の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
方
と

一
緒
に
入
選
す
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
僕
の
絵
で
も
皆
さ
ん

に
勇
気
と
希
望
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。』
と
感

想
を
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
絵
画
教
室
を
加
古
川
、

姫
路
、
神
戸
で
開
ら
か
れ
て
い
ま

す
。
絵
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一

度
行
か
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
今
夏
用
の
新
作
に

も
着
手
中
で
す
。「
今
年
の
作
品
は
、

今
ま
で
と
は
ち
ょ
っ
と
変
え
て
寂
寥

感
の
あ
る
作
品
に
し
よ
う
か
と
あ

れ
こ
れ
と
模
索
中
で
す
。
将
来
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
ワ
ー
ク
ツ
ア
ー

を
し
て
み
た
い
で
す
。
夢
で
す
け

ど
。」
と
田
中
さ
ん
。

絵
画
に
興
味
が
あ
る
方
は
、
田

中
亮
平
さ
ん
ま
で
。

（
蕁
瀚
１
６
５
８
）

古
き
良
き
時
代

回
帰
せ
よ
!
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ィ
ア
」

震
災
復
興
に
願
い
を
込
め
描
き

「
兵
庫
国
際
絵
画
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」に
入
選

蛻夢を語る田中さん

蛻入賞作品の「ノスタルジィア」

蛻自宅アトリエで制作活動中

北
条
町
東
高
室
　
田
　
中
　
亮
　
平
さ
ん



16２００５年２月号（No.４８８）新築・増築・滅失された家屋については、ご連絡をお願いします。★税務課資産税係（蕁瀚8713）
●只今、家屋調査巡回中!

「「「「ささささわわわわややややかかかか市市市市民民民民賞賞賞賞」」」」をををを贈贈贈贈るるるる

第27回兵庫県子ども会少年少女将棋大会
で強豪19人が集まった有段者の部で優勝さ
れました。山本さんは、５歳の時、祖父か
ら将棋を学び、小学校１年生入学と同時に
日本将棋連盟認定道場「加古川将棋センタ

ー」に入門。１日３時間週４回の練習に励
まれています。小学４年生で初段クラスを
取得し、中学１年生で４段クラスの実力を
持っています。今年８月にはプロ試験「奨
励会試験」に挑戦し、プロの道をめざされ
ています。

☆山 本 佑 気さん（北条中学校2年）

第28回兵庫県小学生陸上競技大会の５年
生男子走り幅跳びで優勝されました。記録
は、４袤63袍で兵庫県小学生新記録となる
大記録でした。また第25回北播磨地区小学
生陸上競技記録会でも５年生男子走り幅跳

びに出場。４袤37袍の大会新記録で優勝し，
最優秀選手賞を受賞されました。恵まれた
体格と優れた筋力を持つ小嶋君は、陸上競
技だけでなく少年野球の投手としても活躍
されています。

☆小 嶋 恭 介さん（九会小学校5年）

第３回兵庫県小学生陸上競技長距離大会
「６年女子800袤」において２分30秒36の大
会新記録で優勝されました。玉置さんは、
たいへん走ることが好きで、市内をはじめ
北播磨地域の小学生児童と競技会を通じ、

励まし合ったり、健闘をたたえ合ったりす
る中心的な役割を担っています。また、加
西市民ロードレース大会では、４年から６
年生まで３年連続大会新記録を更新して優
勝されるなど、市内小学生の目標となって
います。

☆玉 置 友 耶さん（賀茂小学校6年）

1925（大正14）年に始まり、県で最も歴
史のあるコンクールの「兵庫県小・中・高
校絵画展」で小・中・高校計303校から1,576
点の応募の中、各学年１点しかない「学年
優秀作品賞」を受賞されまた。作品は「絵

を描く友人」を描いたもので、対象をじっ
と見つめ、口をきりっと結んだ友人の表情
が生き生きと表現され、体操服のやわらか
なしわや、背景の白色も美しく描写されて
います。また、同展で加西中学校も学校賞
「県町村会長賞」を受賞されています。

☆井 上 景 太さん（加西中学校1年）

「自然と農業との共生」をテーマに問題意
識を持ってプロジェクト活動に取り組まれ、
国際協力中学生・高校生エッセイコンテス
ト2004「特選」、第53回全国高等学校弁論大
会「最優秀賞」、第８回ボランティアスピリ

ット賞近畿地区大会「最優秀賞」など各財
団や法人の主催する論文・弁論コンテスト
で数々の入賞をされています。またこのよ
うな結果が認められ、県下最年少の「環境
活動家」として認定を受けています。

☆宮 永 幸 則さん（県立播磨農業高等学校3年）

研究会のメンバーは２年生から乳牛改良の新技術である受精卵移植技術
に取り組み、計画的な受精卵回収方法を確立。近畿の代表として第55回日
本学校農業クラブ全国大会のプロジェクト食料の部で「受精卵移植を取り
入れた優良牛の短期増殖計画～小さな受精卵に大きな夢を託して～」と題
した発表をし、優秀賞（第２位）を受賞されました。

☆播磨農業高等学校　畜産科　乳牛改良研究会

学術やスポーツに輝かしい成績を収めた方に贈るさわやか市民賞を次の5名・1団体に贈りました。

5名・1団体に

中野　恭平さん・釜谷　元気さん・杉崎　元哉さん・芝田　祐一さん
北井くみ子さん・井上　真琴さん



２００５年２月号（No.４８８）17 交通の妨げになる道路に、はみだした草木を所有者は刈り取りましょう。

県
内
で
暮
ら
し
て
い
る
外
国
人

の
方
が
日
本
に
来
て
か
ら
直
面
し

た
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
、
ハ
プ

ニ
ン
グ
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
ユ
ー

モ
ア
い
っ
ぱ
い
、
迫
力
満
点
に
母

国
語
で
は
な
く
日
本
語
で
熱
弁
を

ふ
る
わ
れ
ま
す
。

日
　
時

２
月
27
日
豸

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

※
コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
、
出
場
者

・
来
聴
者
と
懇
親
会
を
予
定

場
　
所

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
３
階

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
費

無
料

問
合
先

加
西
市
都
市
親
善
友
好

協
会
事
務
局
（
秘
書
広
報
課
内
）

（
蕁
瀚
８
７
０
１
）

職
務
内
容

幼
稚
園
の
保
育
時
間

終
了
後
の
預
か
り
保
育

勤
務
場
所

北
条
幼
稚
園
・
九
会

幼
稚
園
・
日
吉
幼
稚
園

勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

平
成
17
年
度
幼
稚
園

預
か
り
保
育
指
導
員
募
集

第
11
回
外
国
人
に
よ
る
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
来
聴
者
募
集

（
平
日
の
み
）

午
後
２
時
〜
午
後
６
時
ま
で

募
集
人
員

若
干
名

採
用
期
間

４
月
８
日
貊
〜

９
月
30
日
貊

資
格
要
件

幼
稚
園
教
員
免
許
ま

た
は
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

給
　
与

時
間
給
１，
１
５
０
円

（
平
成
16
年
度
実
績
）

申
込
期
間

３
月
４
日
貊
ま
で

申
込
方
法

履
歴
書
（
顔
写
真
添

付
）、
資
格
証
明
書
の
写
し
及
び

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

面
接
予
定
日

３
月
12
日
貍

申
込
・
問
合
先

教
育
委
員
会
幼

児
対
策
課
（
蕁
瀚
８
７
７
４
）

市
で
は
、
臨
時
職
員
（
ア
ル
バ

イ
ト
・
パ
ー
ト
）
の
登
録
を
受
付

し
て
い
ま
す
。

雇
用
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
中
か

ら
選
考
、
決
定
し
ま
す
。

登
録
は
随
時
受
付
し
て
お
り
ま

す
が
、
４
月
以
降
の
採
用
に
か
か

る
手
続
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。

職
　
種

一
般
事
務
、
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
、
調
理
師
、
清
掃
・

土
木
作
業
員
、
看
護
師
等

臨
時
職
員
の
登
録
受
付

年
　
齢

60
歳
未
満
（
全
職
種
）

提
出
書
類

①
市
販
の
履
歴
書
②

免
許
証
ま
た
は
資
格
証
の
写
し

（
一
般
事
務
・
作
業
員
を
除
く
）

受
付
期
間

随
時
受
付

※
面
接
の
予
定
に
よ
り
３
月
４
日

貊
ま
で

面
接
予
定
日

３
月
12
日
貍

※
該
当
者
に
は
面
接
時
間
等
を
後

日
連
絡
し
ま
す
。

登
録
有
効
期
限

平
成
18
年
３
月
31
日

申
込
・
問
合
先

企
画
総
務
部
総

務
課
（
蕁
瀚
８
７
０
２
）

県
で
は
、
加
西
市
の
市
街
化
区

域
及
び
市
街
化
調
整
区
域
を
除
く

地
域
に
お
い
て
、
森
林
や
田
園
の

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
の
景
観
を
守

っ
て
い
き
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
の
環

境
・
景
観
の
目
標
と
な
る
土
地
利

用
計
画
を
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

案
は
、
兵
庫
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

eb.pref.hyogo.
jp/k

aishi/index.htm

）
ま
た

北
播
磨
北
部
地
域
の
緑
豊
か

な
地
域
環
境
づ
く
り
（
緑
条

例
）
に
関
す
る
意
見
募
集

は
北
播
磨
県
民
局
県
土
整
備
部
ま

ち
づ
く
り
課
・
市
役
所
都
市
計
画

課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

募
集
期
間

３
月
８
日
貂
〜

３
月
28
日
豺

問
合
先

兵
庫
県
県
土
整
備
部
ま

ち
づ
く
り
局
　
開
発
指
導
室
開
発

指
導
第
二
係
（
蕁
０
７
８
―
３
６

２
―
３
６
４
２
）

日
　
時

３
月
10
日
貅
　
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
頃
（
但
し
、
個
別

に
健
康
相
談
・
介
護
相
談
を
ご
希

望
の
方
は
午
後
１
時
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
）

場
　
所

市
役
所
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容

蘆
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
運
動
指
導

員
に
よ
る
か
ら
だ
ほ
ぐ
し
体
操

蘆
グ
ル
ー
プ
で
介
護
の
悩
み
な
ど

の
情
報
交
換

対
　
象

高
齢
者
等
を
現
在
介
護

し
て
い
る
家
族
等

申
込
先

３
月
４
日
貊
ま
で
に
市

役
所
健
康
長
寿
課
（
蕁
瀚
８
７
２

８
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
１
月
の
家
族
介
護
教
室
と
同
時

に
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
今
回

の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

家
族
介
護
教
室

く

ら

し

の

情

報

ハガキ等による架空請求は無視するよう
にと言われていますが、無視できない請求
があると聞きました。どういうことですか？
裁判所からの本当の書類は無視でき

ないけれど、身に覚えのないハガキ等に
よる架空請求は無視せよということです。
裁判所からの本当の書類は「特別送達
郵便」で郵便局員から手渡しされます。

ハガキはあり得ませんし、勝手にポストに
入ることもありません。ハガキ等に裁判
に訴えると書いてあっても決して混同し
ないことです。これまで通り身に覚えの
ない請求に対しては、一切払う必要はあ
りません。架空請求では絶対に送付先に
連絡してはいけません。詳しいことは、
消費生活相談窓口まで。

■問合先 消費生活相談窓口（毎週水、木曜日・午前9時～午後4時、地域交流センター蕁瀚8739）
ハナサク

無視してはいけない架空請求があるの？

固定資産税（都市計画税）の賦課
期日は1月1日です。平成16年中に
新築･増築･取り壊しをされた方で､
連絡がまだの方は､下記までご連絡
ください。
◆問合先／税務課資産税係

（蕁瀚8713）

家屋の新築･増築･
取り壊しのお届け出漏れは

ありませんか!!

■問合先 消費生活相談窓口（毎週水、木曜日・午前9時～午後4時、地域交流センター蕁瀚8739）
ハナサク
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2月20日（日）大杉内科医院 （別府町・蕁瀰００２３）
27日（日）荒木医院 （北条町・蕁瀚９７１１）

3月 6日（日）坂部整形外科 （北条町・蕁潴１４４４）
13日（日）つつみ神経内科 （野上町・蕁瀘２０５０）
20日（日）みのりクリニック （下宮木町・蕁瀲８４７０）
21日（月）西村医院 （中野町・蕁瀲０００１）

※変更される場合がありますので、事前に確認のうえ受診してください。
その他については、加西市消防本部にお問合せください。
蕁潴1682（テレフォンサービス）または、蕁瀚0119

く

ら

し

の

情

報

平
成
17
年
４
月
以
降
は
、
当
座

預
金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預

金
は
「
決
済
用
預
金
」
と
し
て
全

額
保
護
さ
れ
、
定
期
預
金
や
利
息

の
つ
く
普
通
預
金
な
ど
は
、
１
金

財
務
局
か
ら
の

お
し
ら
せ

融
機
関
に
つ
き
預
金
者
１
人
当

り
、
元
本
１
千
万
円
ま
で
と
、
そ

の
利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
具
体

的
に
ど
の
預
金
が「
決
済
用
預
金
」

に
該
当
す
る
か
等
の
詳
細
は
、
金

融
機
関
の
窓
口
等
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先

近
畿
財
務
局
　
神
戸
財

務
事
務
所
　
総
務
課
（
蕁
０
７
８

―
３
９
１
―
６
９
４
１
）
、
理
財

第
１
課
（
蕁
０
７
８
―
３
９
１
―

６
９
４
３
）

無
料
ご
み
処
理
券
は
、
住
民
登

録
に
基
づ
い
て
交
付
し
て
い
ま

す
。平

成
17
年
度
無
料
ご
み
処
理
券

は
、
１
月
31
日
現
在
の
住
民
登
録

に
よ
り
、
各
区
長
さ
ん
を
通
じ
３

月
中
に
配
布
し
ま
す
。
２
月
１
日

以
降
に
登
録
さ
れ
た
方
は
、
直
接

市
役
所
（
２
階
北
側
）
環
境
課
の

窓
口
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
16
年
度
無
料
ご
み

処
理
券
は
、
３
月
31
日
ま
で
の
使

用
に
限
り
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら

は
、
平
成
17
年
度
無
料
ご
み
処
理

券
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。（
有
料

券
は
期
限
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

年
度
を
越
え
て
使
用
で
き
ま
す
。）

平
成
17
年
度

無
料
ご
み
処
理
券
の
交
付

テ
ー
マ

み
ど
り
の
地
球
に
思
い
や
り

「
５
Ｒ
運
動
で
ご
み
を
減
ら
そ
う
」

日
　
時

２
月
27
日
豸

午
後
１

時
30
分
〜
４
時
（
受
付
　
午
後
１

２
時
30
分
〜
）

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

内
　
容

講
演
テ
ー
マ
『
地
球
温

暖
化
と
地
域
の
取
組
』

講
　
師

気
象
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

務
局
長
　
田
浦
　
健
朗
　
　

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

す
る
展
示
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
外

問
合
先

環
境
課（蕁

瀚
８
７
３
０
）

永
年
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
神
戸
地
方
法
務
局

北
条
出
張
所
は
、３
月
28
日
豺
に
、

神
戸
地
方
法
務
局
社
支
局
へ
統
合

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
永
年

に
わ
た
る
御
厚
情
に
対
し
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
統
合
に
と

も
な
い
北
条
出
張
所
で
取
り
扱
っ

神
戸
地
方
法
務
局

北
条
出
張
所
が
統
合

兵
庫
イ
ベ
ン
ト

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

加
西
大
会
及
び

第
31
回
か
さ
い
生
活
フ
ェ
ス
タ

て
い
ま
し
た
登
記
事
務
は
、
同
日

か
ら
、
社
支
局
に
お
い
て
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
り
取
り
扱
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。

問
合
先

神
戸
地
方
法
務
局
総
務

課
（
蕁
０
７
８
―
３
９
２
―
０
４

６
１
）、
神
戸
地
方
法
務
局
社
支

局
（
蕁
０
７
９
５
瀚
０
２
０
１
）

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
委
託
さ
れ
た
、
地
域
の
中
で

人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が

起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権

を
擁
護
し
て
い
く
た
め
に
活
動
を

行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
す
。
日
常
生
活
の
中
で
起

こ
る
様
々
な
人
権
侵
害
に
つ
い

て
、
悩
み
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
に
乗

っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
加

西
市
で
は
、
９
人
の
委
員
が
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
１
月
１

日
付
で
３
名
の
委
員
が
交
代
さ
れ

ま
し
た
。
新
し
い
委
員
を
紹
介
し

ま
す
。

藤
丸
秀
浄
（
谷
町
）、
中
本
英

文
（
東
剣
坂
町
）
、
竹
内
育
子

（
下
道
山
町
）

新
し
い
人
権
擁
護
委
員

を
紹
介
し
ま
す

●下水道の使える区域では一日も早く水洗化を!
※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。 ★問合先／上下水道部（蕁瀚8795・8762）

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

預金等の分類 平成17年4月から

決済用預金
当座預金・利息のつかない
普通預金等

全額保護（恒久借置）

一般預金等
利息のつく普通預金・定期預
金・定期積金、元本補てんの
ある金銭信託（ビッグなど）等

外貨預金・元本補てんのない金銭信託（ヒ
ットなど）、金融債（保護預り専用商品以外
のもの）など

合算して
元本1,000万円までと
その利息等を保護

保護対象外

☆問合先 税務課税制係（蕁瀚8712）国民健康保険税・介護保険料
税務課資産税係（蕁瀚8713）固定資産税

（口座振替のおすすめ）
納税は口座振替制度をご利用されますと便利で安全です。口座振替

のお申し込みは、引き落としを希望される金融機関で申請できます。
☆問合先 税務課収税係（蕁瀚8714）

平成16年度固定資産税第４期分、国民健康保険税
・介護保険料（普通徴収）第８期分の納期限は

2222月22228888日（月）です。
納期内完納にご協力をお願いします。
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お く や み

増田　一郎 92 剛 甲和泉
藤原　初子 73 忠　男 常　吉
橋本ふさゑ 89 雅　史 田　原
佐伯　一夫 87 良　昭 西笠原
青木　重義 80 利　文 別　所
柏原　長美 73 幸　生 東剣坂
田中よし子 91 正　已 谷　口
大谷　照子 68 武　利 江ノ木
正本はつゑ 101 和　久 殿　原
古川　　勉 87 威　仁 網　引
菅野　貞夫 81 房　子 青野原
藤原たみ子 94 宜　和 常　吉
清水　久子 94 修　美 玉　丘
田中　敏郎 57 智恵子 鶉野中
内橋　亮三 72 大　蔵 横　尾
中村　一夫 72 均 中　野
棟廣　光子 88 勝　正 上万願寺
闍見きみ子 69 栄　作 宮　前
幸田　　弘 71 正　芳 網　引
辻　　一三 72 和　久 中　富
玉田　　守 58 央 江ノ木
宮脇　　勇 80 伸　元 栗　田
小田ひさゑ 91 富　雄 繁　昌
宮闢かず子 86 力　雄 下芥田
田居かつゑ 86 豊　勝 田　原
宮長　　均 60 洋　充 谷
佐藤　久尚 0 巌 古　坂
岸本　吉宗 67 吉　光 琵琶甲　
國田きぬ 90 弘 上万願寺
仲井　正次 96 信　夫 中　野
中右　定美 76 憲　利 市　村
和田ちよの 92 正　明 江ノ木
神田たけの 95 竹　男 山　田
闍田　勇雄 83 幹　雄 別府東
渡邊　忠夫 78 勇　雄 横　尾
岩崎ヒサ子 70 清本義明 西笠原
闍田つた子 73 勝　也 下道山

死亡者 年齢 喪主 町名

（１月31日受付分まで・敬称略）

退
任
さ
れ
た
委
員
は
次
の
３
名

で
す
。
皆
さ
ん
長
い
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
船
明
義
（
鎮
岩
町
）、
岡
猛

（
畑
町
）、
上
坂
み
さ
子
（
若
井
町
）

〜
地
域
団
体
と
行
政
と
の
連
携
・

協
働
、
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
あ
り
方
に
つ
い
て
〜

市
民
活
動
団
体
と
行
政
と
の
連

携
や
協
働
に
つ
い
て
事
例
紹
介
等

を
通
し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
有
効

性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

３
月
５
日
貍

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
３
階

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
　
集
会
室

募
集
人
数

50
名
（
無
料
）

申
込
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ハ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
講
座

「
地
域
社
会
の
新
し
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

ガ
キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
住
所
・
氏
名
・
連

絡
先
）

講
　
師

森
　
綾
子
（
特
定
非
営

利
活
動
法
人
　
宝
塚
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
　
理
事
兼
事
務
局
長
、
兵
庫

県
受
託
事
業
　
生
き
が
い
し
ご
と

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
阪
神
　
セ
ン

タ
ー
長
）

申
込
・
問
合
先

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
　
〒
６
７
５
―
２
３
１
２

北
条
町
北
条
28
―
１
　
ア
ス
テ
ィ

ア
か
さ
い
３
階（
蕁
瀚
０
１
０
６
、

蕭
瀚
０
１
３
３
）

sankaku@
city.kasai.hyogo.jp

「
議
会
だ
よ
り
No.
１
０
２
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
第
２
０
３
回

加
西
市
議
会
定
例
会
（
３
月
１
日

貂
〜
24
日
貅
）
の
日
程
の
う
ち
、

市
議
会
３
月
定
例
会

の
日
程
変
更

総
務
委
員
会
が
15
日
貂
、
建
設
経

済
委
員
会
が
17
日
貅
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
時
間
（
午
前

10
時
〜
）
と
場
所
（
委
員
会
室
）

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先

議
会
事
務
局

（
蕁
瀚
８
７
９
０
）

日
　
時

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
＝
３
月
７
日
豺

判
定
及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
＝
３
月
９

日
貉

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
２
時
　

※
今
年
度
の
最
終
に
な
り
ま
す
。

平
成
13
年
３
月
10
日
〜
平
成
16
年

12
月
９
日
生
ま
れ
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
が
ま
だ
の
お
子
さ
ん
は
、
受
け

ま
し
ょ
う
。（
平
成
17
年
４
月
１

日
よ
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
対
象
年

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

齢
が
生
後
３
〜
６
か
月
児
未
満
に

な
り
ま
す
。）

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
蕁
瀚
８
７
２
３
）

地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

土
地
・
建
物
等
に
か
か
る
長
期
譲

渡
所
得
の
１
０
０
万
円
の
特
別
控

除
は
、
平
成
16
年
１
月
１
日
以
後

の
土
地
・
建
物
等
の
譲
渡
か
ら
適

用
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税

へ
の
適
用
は
、
平
成
17
年
度
以
降

と
な
り
ま
す
。

問
合
先

保
険
課
国
保
医
療
係
　

（
蕁
瀚
８
７
２
１
）

☆
点
字
講
習
会

日
　
時

３
月
25
日
貊
・
28
日

豺
・
29
日
貂
・
30
日
貉
・
31
日
貅

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

参
加
費

無
料

☆
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

講
習
会
に
参
加
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
税
条
例
が

改
正
に
な
り
ま
し
た

く

ら

し

の

情

報

●ごみの持ち込みについて…受入時間／月・火・木・金曜日　9時～16時30分（但し祝日と12時～13時は除く）
毎週水曜日は、ごみ処理の都合で持ち込みができません。★クリーンセンター（蕁瀟0602）

加西市への寄付
○ＪＡ兵庫みらい女性会加西連絡協議会

会長　宇仁寿美

メッセージスタンド10台

（市民の健康増進を図るため）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託
○美心 ２万円

○クリーンアースデー協賛企業

（倫理研究所加西地区）４万4,832円

○匿名 ５万円

○牡丹 １万円

○株式会社本陣 １万1,020円

物品預託
○塩田時次郎 絵画１点（Ｆ80号）

日
　
時

４
月
14
日
・
21
日
・
28

日
・
５
月
12
日
・
19
日
・
26
日
・

６
月
２
日
・
９
日
（
木
曜
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

受
講
料

２，
０
０
０
円

申
込
・
問
合
先

加
西
市
社
会
福

祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
推
進
室

（
蕁
潴
８
１
３
３
）（
蕭
瀚
６
６
５

８
）
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人　口／ 50,969（－73） 世帯数／ 16,426（－70）
男　／ 24,736（－24） 女　／ 26,233（－49）
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兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会
男子59回　女子20回

兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会
が2月6日豸、市役所前を出発・
中継・ゴール地点として、男子は
42.195袰、女子は21.0975袰で
行われました。
加西市に「駅伝王国・兵庫」のトップランナーが勢揃い。肌寒く今
にも小雪が舞いそうな天気の中、沿道には、たくさんの観衆が、県内
各地からつめかけ、郷土愛をつなぐたすきリレーに温かい声援を送り
ました。加西市チームも地元の大きな声援に応えようと力走。男子チ
ームでは、序盤の出遅れを何とか取り戻そうと息の合ったタスキリレ
ーを展開し、昨年より順位を上げてゴールしました。女子チームでは、
2区の三宅慶さんが16人抜きの実力を発揮し、2部で区間賞を獲得す
るなど選手全員が力を出しきりました。
今やすっかりと冬の風物詩として定着したこの大会。沿道には、市
内企業の協力で色鮮やかなのぼりが並び、市内小学生児童手作りの小
旗が配られ、会場ではJA女性会、連合婦人会、いずみ会の皆さんに
よってぜんざいや甘酒が選手や観客にふるまわれ、大会の雰囲気を盛
り上げました。

加西市
17回大会

1区 岡本　賢介 （立命館大）
2区 黒田　祐太 （天理大）
3区 志方　文典 （泉　中）
4区 吉田　博信 （西脇工高）
5区 森田　悠矢 （小野高）
6区 橋本　将孝 （北条中）
7区 望月　　証 （農業技術センター）

男　子

1区 高見　美帆 （びわこ成蹊スポーツ大）
2区 三宅　　慶 （ノーリツ）
3区 岡田　優子 （泉　中）
4区 三宅　翔子 （加西中）
5区 田中　千賀 （北条高）

女　子

加西市チームメンバー表

順位 チーム タイム

1 高 砂 市 2°08′08″
2 姫 路 市 2°08′55″
3 加古川市 2°09′28″
35 加 西 市 2°22′03″

男　子
順位 チーム タイム

1 小 野 市 1°12′29″
2 高 砂 市 1°12′43″
3 加古川市 1°13′08″
19 加 西 市 1°19′43″

女　子総　合　成　績

2月6日豸、県郡市区対抗駅伝競走大
会がスタートした直後、同コースを使って
北播磨の小学5、6年生の約80名がスタ
ート。いずれも玉丘町の交差点付近を折
り返す2袰を元気いっぱいに走りました。
中でも女子6年生の部で出場した玉置友
耶さん（賀茂小）が男子を抑えて6分44
秒のタイムで、総合2位と健闘しました。

北北北北播播播播小小小小学学学学生生生生ロロロローーーードドドドレレレレーーーーススススカカカカーーーーニニニニババババルルルル

有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート有力選手が競った男子１区のスタート

男子チームの追い上げ

2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手2区で区間賞の三宅慶選手

ゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカーゴールテープを切る女子総合優勝の小野市アンカー

男子は総合35位
女子は19位

加西市チーム


